
資料２

令和元年度特定課題評価における実施方針（案）

１ 趣 旨

北海道政策評価条例（平成14年北海道条例第１号）第５条第１項の規定に基づき、知

事部局が行う令和元年度特定課題評価に関する実施方針を定める。

２ 基本的な考え方

(1) 令和元年度政策評価基本方針第２の１(5)の規定により、特定課題評価を実施する。

(2) 道民目線に立った効果的・効率的な政策評価制度について論点整理を行うため、基

本評価制度等を評価対象として、より実効性と客観性を確保した評価制度について検

討する。

３ 評価の対象

(1) テーマ

分かりやすい評価制度について

(2) 対象

基本評価制度等

４ 評価の視点

(1) 道民目線に立ち、分かりやすい評価となっているか

(2) 効果的で効率的な評価となっているか

５ 評価の時点

評価の時点は中間評価とし、令和元年８月１日現在の基本評価制度等について評価を

実施する。

６ 評価の実施方法

道民目線に立った評価調書のあり方や、効果的・効率的な政策評価制度について、北

海道政策評価委員会基本評価等専門委員会（以下「専門委員会」という。）において審

議を行う。

７ 評価結果の反映

専門委員会での審議を踏まえ、評価結果を取りまとめ、次年度策定の「政策評価制度

の見直しの方向性」に反映させる。

８ 評価に関する情報の公表

評価に関する情報（専門委員会議事録、評価の結果等）については、道民にとって容

易に入手できる方法で積極的な公表に努める。

９ 道民参加の推進

(1) 評価の実施に当たっては、北海道のホームページのほか各種広報媒体による意見の

公募など、道民が意見を述べる機会が確保されるよう努めるとともに、道民の意見の

政策評価への適切な反映に努めるものとする。

(2) 道民の意見の政策評価への反映状況については、適時に公表する。

10 実施に係る細目

その他評価の実施に関し必要な事項は、別に定める。


